
1

神谷まさひろ活動報告

〒448－0028刈谷市桜町3－45
早いもので、まもなく平成29年も終わろうとしております。１年間コロンブスレポートを愛読いただき
誠にありがとうございました。来年は戌年。ワンダフルな報告紙面ができることを神谷議員に期待し
ていきたいと思います。今年は寒い冬との予報が聞かれます。くれぐれも体調管理にはご注意いただ
きまして、良い新年をお迎えください。
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市 政 と 皆 様 を 結 ぶ 情 報 誌

刈谷市議会12月定例会
一般質問

刈谷市議会１２月定例会は１２月６日（水）か
ら２２日（金）まで１７日間の会期で開催をさ
れました。冒頭、竹中市長による諸議案の大
綱説明が行われた後、一般質問に２２名の議
員が登壇しました。この２２名の質問者とい
うのは、私の１８年間の議員経験の中で最も
多い質問者の数です。総勢２８名の議員の
内、3期～6期までの期数の多い議員は全て
登壇しました。今、ベテラン議員が元気です！
 
一般質問は３日間に亘り行われ、私も本会議
２日目、７日（木）の８番手として登壇し、次の
３項目について当局の考えを質しました。

ラル遵守により喫煙マナーが守られ、喫煙
者と非喫煙者とが共存できる調和ある社会
が望ましいと考えるので路上喫煙禁止区域
を指定する考えは今のところない」という
否定的な答弁でした。
 
しかし今回制定することにした理由を尋ねた
答弁では「刈谷駅周辺においては、喫煙者
のマナーやモラルがなかなか守られず、非
喫煙者に迷惑や危険を及ぼす状況が続いて
いる」といったことでした。 

次頁へ続く

パブリックコメント手続き制度について

刈谷市路上喫煙の防止に関する条例について

客引き禁止条例について

質問内容
1
2
3

この中の「刈谷市路上喫煙の防止に関する条
例について」少しだけ説明を加えますと・・・
 
来年の３月議会での条例制定に向けて、その
骨子案に対して市民の皆様からの意見を募集す
るパブリックコメントが１１月１５日（水）から１
２月１４日（木）まで行われていました。

私は平成１８年９月議会において初めて「刈谷
駅周辺に路上喫煙禁止区域を設けてはどう
か？」と提案をさせて頂きました。その当時は「条
例等で規制するのではなく、自主的な活動やモ
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12月定例会

愛知県内でこうした条例を制定している自治体としては、名古屋市・豊橋市・一宮市・小牧市・稲沢
市・大府市・安城市の７市があり、条文の中に過料の規定があるのは名古屋市・豊橋市・一宮市の３
市、罰金の規定があるのは小牧市・大府市の２市、刈谷市は稲沢市や安城市と同様に過料や罰金
を課さずに、理念条例に止めるとのことでした。過料や罰金が課されなくても、この条例があるこ
とで、喫煙者の意識が変わったり、注意する際の「錦の御旗」的な役割を果たしてくれることを期
待しています。

さて、こうした「路上喫煙の防止」を条例で規定するのと同時に、喫煙者に対しては「喫煙する場所
を整備してあげること」も重要なことであると思っています。現在刈谷駅周辺には北口に２ヶ所、
南口に１ヶ所の喫煙所が整備されていますが、いずれも「狭い」「周りに煙が拡散する」などの苦情
が寄せられています。そこで今回の１２月議会では約４０００万円の補正予算が計上され、従来の
場所に変えて新たに南北１ヶ所ずつ整備することになりました。
 
 
新たな喫煙所は北口・南口共に駅ロータリー内にあるコインパーキングの一画に1ケ所ずつ設け
ます。どちらも約５０㎡の広さがあり、一度に３０名程度の方が利用することが出来ます。現在の喫
煙所はいずれも５～６名が利用出来る広さしかありませんので、かなり広くなりますね。

一般質問の続き

【刈谷市駅周辺の地図】

刈谷駅
北口喫煙所 約50㎡

南口喫煙所 約50㎡

コインパーキングの
一部を喫煙所に

コインパーキングの
南側に整備
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Topics 会派で開催した［タウンミーティング］

 政治の原点は「市民の皆様方の声を聞く
こと」「市政や議会の情報を発信すること」
「政策に対する考え方を自らの言葉で伝え
ること」・・・そのような思いで、会派として定
期的にタウンミーティング（市政報告会）
を開催することにしました。その第１回目
が１０月２１日（土）、一ツ木市民館におい
て行われ、生憎の雨降りにも拘わらず大勢
の方に参加をして頂きました。本当にあり
がとうございました。
 
私の担当は、［９月定例会の報告］ということで、補正予算・高校の公私間格差是正のため
の市単独での補助金・幼保連携した待機児童解消策について説明をさせて頂きました。
 
次回は平成30年の１月１３日（土）午前１０時より、南部生涯学習センターたんぽぽでの
開催予定です。そしてその後、４月には桜市民館での開催も計画しています。 

Topics 刈谷市が総務大臣表彰を受賞！

１１月２０日（月）、天皇、皇后両陛下ご臨
席の下、東京国際フォーラムで開催された
『地方自治法施行７０周年記念式典』におい
て、刈谷市は［地方自治法施行７０周年記
念総務大臣表彰］を受賞しました。全国の
市町村の中では１２４市町村が、そして愛知
県内では刈谷市と蟹江町だけが受賞という
栄誉ある賞です。受賞の理由としては・・・

といったことが評価されての受賞だそうです ＼(^o^) ／

この５項目の内４つは、整備途中の事業です。今回の受賞に恥じないためにも、議員とし
て完成までしっかりとチェックして行きたいと思っています。

◎刈谷駅周辺の再開発
◎刈谷ハイウェイオアシス整備
◎刈谷城復元及び歴史博物館整備
◎家庭における携帯電話使用ルール作りの取り組み
◎特別支援学校整備による障害の有無に関わらない子どもの交流
 

受賞の
理由
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Topics １２月定例会　補正予算から

Topics １２月定例会　工事請負契約の締結議案から

災害派遣トイレネットワークプロジェクトに参画するため、
民間事業者が実施するクラウドファンディングを活用して
寄付啓発を行い、トイレトレーラーの購入資金を確保する
といった事業です。トレーラー本体は約１４００万円、そのう
ち５００万円を目標額として来年１～３月にクラウドファン
ディングで資金を募り、不足分は公費を支出する予定です。
 
この［災害派遣トイレネットワークプロジェクト］と言うのは、屋根の太陽光パネルで充電可能
なバッテリーで電源を確保することができ、また外部電源とつなげることも可能な、１台あた
り４部屋の洋式水洗トイレがついたトレーラーを全国約１７００の市町村が１台ずつ保有し
て、大規模災害時には被災地に派遣し合うプロジェクトです。もちろん刈谷市が被災した際
には刈谷市内で利用することも出来ますし、平常時には防災訓練やイベント等で活用するこ
とも可能です。
 
この取り組みは愛知県内では初めて、全国でも静岡県富士市に続いて２番目となります。
 
東日本大震災などでは、水道・電気などのライフラインが被害を受け水洗トイレが使えず、仮
設トイレも排泄物でいっぱいとなり、トイレの対策が課題となっていただけに非常に良い取
り組みだと思います。

神田町の第１学校給食センター跡地に建設する住吉幼稚園の建設工事についてアイシン
開発（株）と工事請負契約が締結されました。請負契約金額は約５億６９５万円、鉄筋コンク
リート造り地下１階地上２階建て（幼稚園の園舎で「地下」は珍しいのですが、土地の段差
の関係で地下構造となり、その部分は駐車場として整備します）、面積は２７０１平方メート
ル、主な施設としては、保育室１２、遊戯室・職員室・会議室です。
 
平成３０年３月末頃から工事に着手して完成は平成３０年１２月頃、平成
３１年４月からの開園予定です。
 
尚、この新しい住吉幼稚園は、現在ある住吉幼稚園と重原幼稚園を統合
して整備をするものです。従いまして、この（新）住吉幼稚園が移転完成
した後に、現在の住吉幼稚園は住吉小学校の敷地として活用する予定
になっています。また、現在の重原幼稚園は解体して、跡地には民間事
業者による保育園を平成３２年４月に開園する予定になっています。

『災害派遣トイレネットワーク推進事業』

『住吉幼稚園移転新築工事』
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一般質問の続きTopics 国への意見書提出　民主的なルールとは

刈谷市議会定例会毎に行われる議会運営委員会には、「国に対して意見書を提出しよう」
ということで、様々な内容の意見書案が上程されます。今回もそのタイトルだけを紹介し
ますと・・・
 

 

の4件が上程されました。
 
しかしこれまでにこうした意見書が国に提出されることは稀なことでした。その理由は
「議会運営委員会での決定は全会一致を原則とする」といったルールがあるからです。
 
議会運営委員会で議論する事柄には「議会運営等における検討課題」といったものがあ
ります。こちらは議会のしくみやルールを話し合うものですから、「少数会派に不利益な
ルールやしくみを大きな会派が一方的に作ることがないように、全会一致を原則として
いることは極めて良識のあるやり方だと思うのですが、今回紹介している「国への意見書
提出」は政策的な事柄ですから、それを「全会一致でなければ国への意見書提出は行わ
ない」とするのは民主的な決め方ではないと考えています。
 

今回の4項目について、私にとっ
て内容的には「反対」といったも
のもありますが、それ以前に［決
め方のルール］として「政策的な
ことは全会一致ではなく、多数決
によって決定しよう」と訴えてい
るのです。

◎憲法９条に３項目を書き込まないように求める意見書
◎核兵器禁止条約に署名するように求める意見書
◎消費税１０％への増税をきっぱり中止するように求める意見書
◎マイナンバー制度をただちに廃止するよう求める意見書

意見書
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Topics 刈谷市のナンバーワン施策

刈谷市の水道料金は、西三河７市の中では１番、愛知県全体でも３番目に安いのです。そし
て、消費税の引き上げによる値上げを除き、平成９年以降値上げをしていません。

刈谷市の下水道普及率は９１．１％、西三河７市の中では断然トップです。また、愛知県内では
名古屋市・知多市に続いて３位です。平成２８年度の下水道事業会計では約５２億円の予算
で行われています。

私たちが住んでいる刈谷市。行政側もあまりＰＲをしていないので、知られていないことが
多いのですが、「この周辺の市に比べて結構魅力的じゃないか」といったことが意外に沢山
あるのです。このコーナーでは刈谷市のナンバーワンの魅力について客観的な数字でもっ
て紹介したいと思います・・・

水道料金

公共下水道普及率

刈谷市の水道料金について　（平成28.3現在）（2ヶ月当たり）

公共下水道普及率　（平成27.3現在）

刈谷市 安城市 碧南市 高浜市 知立市 豊田市 岡崎市

基本料金

1世帯2ヶ月当たり

水量別料金（円）

基本料金＋水量別料金（円）

消費税（円）8％

合計

1,520

64.80

5,460

6,980

558

7,538

2,000

64.8

5,960

7,980

636

8,596

3,200

64.8

6,320

9,520

761

10,281

2,980

64.8

6,712

9,692

775

10,467

2,740

64.8

6,468

9,208

736

9,944

1,780

64.8

7,104

8,884

710

9,594

1,900

64.8

7,294

9,194

734

9,928

（口径20mm）（円）

の使用量（㎡）

刈谷市都市名 安城市 碧南市 高浜市 豊田市 岡崎市

普及率 91.1% 76.7% 70.4% 60.6% 56.7% 68.3% 86.8%

知立市
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次頁へ続く

刈谷市の下水道使用料は、西三河７市の中では２番目に安い料金です。

公共下水道料金

刈谷市 安城市 碧南市 高浜市 知立市 豊田市 岡崎市

基本使用量

1世帯2ヶ月当たり

汚水量別料金（円）

基本料金＋汚水量別料金（円）

消費税（円）8％

合計

1,400

40

1,600

3,000

240

3,240

900

40

2,100

3,000

240

3,240

900

40

2,300

3,200

256

3,456

900

40

2,300

3,200

256

3,456

1,400

40

1,500

2,900

232

3,132

1,400

40

2,200

3,600

288

3,888

1,400

40

2,300

3,700

296

3,996

（税抜き）（円）

の使用量（㎡）

刈谷市 安城市碧南市 高浜市知立市

蔵書冊数（冊）

人口（人）

市民1人当たり蔵書数（冊）

884,365

150,135

5.9

552,118

71,789

7.7

720,675

187,192

3.8

226,321

70,987

3.2

207,292

47,661

4.3

公共下水道料金

刈谷市図書館の蔵書冊数の総数では碧海５市の中では１番、市民の一人あたりの蔵書数は
５．９冊で碧南市に続いて２番目に多くなっています。

図書館の蔵書数

碧海５市図書館蔵書数　（平成29.3現在）
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masahiro@kamiya.gr.jp
Eメールアドレス

http://www.kamiya.gr.jp
ホームページアドレス

この用紙は再生紙を使用しています。

前頁の続き

H28年3/31現在 公園数（H28年3/31）

愛知県全体（㎡）

刈谷市（㎡）

安城市（㎡）

碧南市（㎡）

高浜市（㎡）

知立市（㎡）

7.65

8.49

5.00

5.51

2.37

2.56

4,646

106

98

49

22

46

刈谷市の市民一人あたりの公園面積は８．４９㎡、碧海5市の中では断トツに1番です。公
園の数を見ても１番です。

市民一人あたりの公園面積

人口一人あたりの公園面積

防犯灯数（基）
うちＬＥＤ

人口（人）
（100人あたり防犯灯数／基）

世帯数（世帯）
（100世帯あたり防犯灯数／基）

面積（k㎡）
（1k㎡あたり防犯灯数／基）

刈谷市

安城市

碧南市

高浜市

知立市

150,267（5.3）

186,925（3.7）

72,107（4.6）

47,523（4.9）

71,358（6.2）

63,991（12.5）

73,251（9.4）

27,597（12.0）

19,044（12.3）

31,173（14.1）

50.39（159.3）

86.05（79.7）

35.86（92.3）

13.11（179.0）

16.31（269.1）

8,029
うちLED7,098（88.4％）

6,854
うちLED2,734（39.9％）

3,310
うちLED1,444（43.6％）

2,347
うちLED2,347（100.0％）

4,389
うちLED4,132（94.1％）

刈谷市の防犯灯設置数は「人口１００人あたり５．３基」で碧海５市の中では知立市に続い
て２番目に多い数となっています。また、防犯灯の内、ＬＥＤが使われている割合は８８．４％
と碧海５市の中では３番目となっていますが、現在全ての防犯灯をＬＥＤに交換する事業を
進めており、今年度中には１００％となる見通しです。

防犯灯設置状況

防犯灯設置状況について　（平成29.2現在）


